
二度と悲惨な事故を 

引き起こさない 

決意を胸に手を合わせた 

 

主催者を代表して 

挨拶する大内委員長 

國弘支社長 

そ
の
後
、来
賓
と
し
て
、県
産
業
労
働
部

福
祉
課 

團
野
産
業
労
働
部
次
長
、
連
合
兵

庫 

那
須
会
長
、兵
庫
県
交
運
労
協 

小
幡

事
務
局
長
、立
憲
民
主
党
兵
庫
県
総
支
部

連
合
会 

舩
川
副
代
表
、国
民
民
主
党
兵
庫

県
総
支
部
連
合
会 

向
山
代
表
、こ
く
み
ん

共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
兵
庫
推
進
本
部 

住
山
本
部

長
、明
治
安
田
生
命
生
命
保
険
相
互
会
社 

角
大
阪
公
法
人
部
長
、近
畿
統
括
本
部
兵

庫
支
社 

國
弘
支
社
長
、中
央
本
部 

尾
﨑

情
宣
・文
化
レ
ク
部
長
よ
り
Ｊ
Ｒ
西
労
組
連

帯
や
激
励
の
挨
拶
を
受
け
た
。 

参
加
し
た
組
合
員
は
、安
全
に
対
す
る
決

意
を
新
た
に
、
1

年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
た
。 

集
い
の
前
段
に
は
同
会
場
に
お
い
て
、
中
央

本
部 

川
原
副
委
員
長
、尾
﨑
情
宣
・文
化
レ

ク
部
長
、川
西
教
育
部
長
、梅
岡
組
織
・業
務

部
次
長
を
来
賓
に
迎
え
、「
阪
神
淡
路
大
震

災
か
ら
30

年
を
迎
え
て
」
と
題
し
て
、特
別

講
義
を
開
催
し
た
。講
師
の
川
原
副
委
員
長

よ
り
震
災
発
生
後
の
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
取
組
み

や
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た
早
期
復
旧

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、阪
神
淡
路
大
震
災
、

福
知
山
線
列
車
事
故
、明
石
～
朝
霧
駅
の
触

車
事
故
を
経
験
し
て
い
な
く
て
も
皆
さ
ん
が

聞
い
た
こ
と
を
語
り
継
ぎ
、安
全
な
鉄
道
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
呼
び
か
け
た
。 

角部長 小幡事務局長 

那須会長 舩川副代表 

向山代表 

住山本部長 

川原副委員長 

尾﨑部長 

明
石
～
朝
霧
駅
間
触
車
死
亡
事
故
か
ら
24

年 

 

大
内
委
員
長
、石
原

書
記
長
は
、２
０
０
１
年

に
発
生
さ
せ
た
明
石
～

朝
霧
駅
間
触
車
死
亡
労

災
事
故
か
ら
24

年
を

迎
え
た
、
1

月
24

日

（
金
）
、中
央
本
部 

川

端
副
委
員
長
、川
原
副

委
員
長
、杉
野
賃
金
対

策
部
長
、川
西
教
育
部

長
と
共
に
、事
故
現
場

に
お
い
て
献
花
を
行
っ

た
。二
度
と
こ
の
よ
う
な

悲
惨
な
事
故
を
起
こ
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う

決
意
を
胸
に
手
を
合
わ

せ
た
。 

ま
た
、事
故
現
場
訪

問
に
合
わ
せ
て
、西
明

石
管
理
室
の
安
全
の
碑

へ
も
献
花
を
行
っ
た
。 

 

【
現
場
略
図
】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

團野次長 
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神戸地本「２０２５年安全を誓う新春の集い」を開催 

 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
神
戸
地
本
は
、
1

月

10

日
（
金
）
、神
戸
三
宮
東
急
Ｒ
Ｅ

Ｉ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
２
０
２
５
年 

安
全
を
誓
う
新
春
の
集
い
」
を
開
催

し
、
神
戸
地
本
管
内
の
各
級
機
関
の

代
表
者
、
中
央
本
部
、
神
戸
地
本
エ

リ
ア
に
関
わ
る
地
方
議
会
議
員
、
友

誼
団
体
等
、総
勢
１
２
０
名
が
集
ま

り
、
1

年
間
の
Ｊ
Ｒ
西
労
組
神
戸
地

本
の
躍
進
を
誓
い
合
っ
た
。 

主
催
者
を
代
表
し
、大
内
委
員
長

は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
労
働

環
境
の
中
、年
末
年
始
輸
送
の
完
遂

に
向
け
、
昼
夜
を
問
わ
ず
安
全
安
定

輸
送
を
守
り
続
け
て
い
る
全
て
の
西

労
組
組
合
員
に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意

を
表
し
、安
全
、会
社
の
状
況
、
政
治

に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。 

安
全
に
つ
い
て
は
、福
知
山
線
列

車
事
故
か
ら
今
年
で
20

年
を
迎
え

る
が
、
事
故
後
入
社
だ
け
で
な
く
事

故
後
に
生
ま
れ
た
組
合
員
も
い
る

中
、加
害
企
業
の
責
任
組
合
と
し
て

事
故
の
風
化
防
止
や
我
が
事
と
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、神
戸
地
本
と
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
明
石
～
朝
霧
駅
間
の
触

車
死
亡
労
災
事
故
か
ら
間
も
な
く
24

年
が

経
過
す
る
こ
と
を
受
け
、労
災
減
少
も
含
め

た
世
界
一
安
全
な
鉄
道
会
社
に
し
て
い
く
不

退
転
な
決
意
を
述
べ
た
。 

会
社
の
状
況
に
つ
い
て
は
、労
働
環
境
に
お

い
て
人
口
減
少
と
労
働
力
不
足
を
想
定
し
た

会
社
施
策
に
対
し
、現
場
の
声
を
も
と
に
議

論
し
、改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。 

最
後
に
、
大
阪
・
関
西
万
博
を
起
爆
剤
と

し
て
、将
来
に
安
心
と
希
望
の
持
て
る
企
業

と
す
べ
く
、
邁
進
し
て
い
く
決
意
で
挨
拶
を

締
め
く
く
っ
た
。 

第 2８回 JR京都駅ビル 

大階段駈け上がり大会 出場選手決定！ 

202５年 2月 22日（土）、JR京都駅ビルにおい

て、春闘の前哨戦となる「第 2８回 JR京都駅ビル大

階段駈け上がり大会」が開催されます。神戸地本から

は以下の 4名の方が出場されます。 

一般の部               45歳以上の部 

時吉 啓暢さん         島津 郁紀さん 

（姫路保線区分会）      （姫路運輸分会） 

                       女性の部 

栄喜 翔太さん            森田 恵美さん 

    （明石車掌区分会）      （姫路列車区分会） 

 

 選出分会皆様の応援よろしくお願いします！！ 

【事故概況】 

２００１年１月２４日９時３４分頃、山陽線明石・朝霧駅

間の朝霧川橋梁上り電車線において、線路内で現地調

査を行っていた保線係員が姫路発米原行の快速電車

（電第 736T）に衝撃し、命を落とした。事故後、5秒ル

ールの制定などの安全対策が講じられた。 


